
　
大
洲
市
で
は
、
大
洲
の
社
会
・
文

化
・
産
業
の
振
興
に
力
を
尽
く
し
た

人
々
に
対
し
て
、
名
誉
市
民
の
称
号

を
贈
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
、
贈
呈
さ
れ
た
人
々
を
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

第
６
章

大
洲
市
ゆ
か
り
の

人
々

み
ん
な

知
っ
て
る
か
な
。

ぼ
く
知
っ
て
る
。

明治の町並み
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大
洲
市

き
ら
め
き
大
賞

　

大
洲
市
で
は
、
毎
年
、
文
化
の

向
上
、
発
展
に
関
し
て
、
特
に
顕

著
な
業
績
や
成
績
を
収
め
ら
れ
た

方
に
、
「
大
洲
市
き
ら
め
き
大
賞
」

を
贈
っ
て
い
ま
す
。

　

大
人
だ
け
で
は
な
く
、
未
来
の

大
洲
市
を
担
う
児
童
・
生
徒
の
皆

さ
ん
の
代
表
も
こ
れ
ま
で
に
表
彰

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
肱
川
を
中
心

に
美
し
い
自
然
環
境
の
中
で
育
ま

れ
た
皆
さ
ん
、
未
来
に
大
き
く
羽

ば
た
い
て
く
だ
さ
い
。

木
を
愛
す
る
会

　

自
然
を
愛
し
、
郷
土
を
愛
す
る

同
好
の
仲
間
が
集
い
、「
郷
土
の
自

然
観
察
と
研
究
」「
自
然
の
環
境
美

化
・
保
全
・
啓
発
」
な
ど
を
目
的
に
、

現
在
も
、
ほ
ぼ
毎
月
１
回
定
例
の

観
察
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

私
も
観
察
会
に

行
き
た
い
な
。

❶

名
誉
市
民
の
称
号
が
贈
ら
れ
た
人
々

　

旧
藩
主
の
子
孫
に
当
た
り
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
を
修
了
後
に
帰

国
し
、
宮
内
省
に
勤
務
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
帝
国
議
会
で
貴
族
院

議
員
を
務
め
、
国
政
に
参
画
、
海
外
も
歴
訪
し
て
国
際
親
善
に
尽
く

し
ま
し
た
。
終
戦
後
大
洲
に
居
を
移
し
、
冨
士
山
の
所
有
林
な
ど
多

く
の
財
産
を
提
供
す
る
な
ど
大
洲
市
の
産
業
の
発
展
、
教
育
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

（
１
）
加か

藤と

う

泰や

す

通み

ち

（
１
８
７
９
〜
１
９
７
１
）

　

東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
し
、
宮
城
県
立
農
学
校
教
諭
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
韓
国
政
府
に
呼
ば
れ
農
林
学
校
教
授
と
な
り
、
終
戦

ま
で
、
山
野
の
緑
化
に
尽
力
し
、
「
朝
鮮
緑
化
の
父
」
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
造
林
に
貢
献
し
ま
し
た
。
終
戦
後
は
、
大
洲
市
柚
木
に
引
き
揚

げ
、
愛
媛
大
学
農
学
部
教
授
等
要
職
を
歴
任
し
ま
し
た
。
生
涯
を
植

物
研
究
と
山
野
の
緑
化
に
さ
さ
げ
ま
し
た
。
晩
年
は
、
「
木
を
愛
す

る
会
」
の
会
長
と
し
て
天
然
記
念
物
の
指
定
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

（
２
）
植う

え

木き

秀ほ

幹み

き

（
１
８
８
２
〜
１
９
７
６
）
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高
速
道
路
の
整
備

　

愛
媛
県
に
高
速
道
路
が
登
場
し

た
の
は
、
１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
、

三
島
・
川
之
江
〜
土
居
間
が
最
初
で

す
。
四
国
で
も
初
の
高
速
道
路
で
し

た
。
そ
の
後
、
中
予
か
ら
南
予
へ
と

延
伸
し
、
２
０
０
０
（
平
成
12
）
年

に
は
大
洲
、
２
０
０
４
（
平
成
16
）

年
に
は
宇
和
、
２
０
１
２
（
平
成

24
）
年
に
は
宇
和
島
、
２
０
１
５
（
平

成
27
）
年
に
は
宇
和
島
市
津
島
町

へ
と
着
実
に
整
備
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
今
日
で
は
、
松
山
自
動
車
道

は
、
南
予
一
円
の
人
々
の
暮
ら
し
に

欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

出石寺山門

　

東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
し
、
昭
和
に
入
り
、
出
石
寺
住
職
を
務
め
、

出
石
寺
文
化
事
業
団
を
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、
戦
前
戦
後
を
通
じ
て

自
ら
提
唱
し
た
平
和
祈
願
祭
や
戦
没
者
慰
霊
祭
を
執
り
行
い
ま
し

た
。
出
石
寺
は
、
火
災
で
焼
失
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
寺
の

復
興
の
た
め
東
奔
西
走
し
、
物
資
不
足
の
時
代
に
浄
財
を
も
っ
て
寺

の
復
興
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
広
く
社
会
教
育
の
向
上
や
教

育
、
文
化
、
産
業
、
観
光
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
面
を
通
じ
て
大
洲
市
の

発
展
に
尽
く
し
ま
し
た
。

（
３
）
神こ

う

山や

ま

諦た

い

ば
ん

（
１
８
８
９
〜
１
９
７
３
）

　

松
山
農
業
学
校
卒
業
後
、
県
下
最
年
少
で
長
浜
町
長
に
就
任
し
、

そ
の
後
、
国
政
に
転
じ
て
衆
議
院
議
員
を
務
め
ま
し
た
。
国
土
庁
長

官
に
就
任
中
に
起
き
た
雲
仙
普
賢
岳
の
噴
火
災
害
で
は
、
現
地
に
た

び
た
び
足
を
運
び
、
国
会
で
も
災
害
報
告
演
説
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
他
自
治
大
臣
な
ど
を
歴
任
し
、
日
本
の
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

地
域
課
題
と
し
て
は
、
高
速
道
路
の
南
予
延
伸
に
尽
力
を
し
ま
し
た
。

（
４
）
西に

し

田だ

司
ま
も
る

（
１
９
２
８
〜
２
０
１
４
）

第
１
章　

 

近
世
の
始
ま
り
（
〜
安
土
桃
山
時
代
）

第
２
章　

大
洲
藩　

加
藤
家
の
治
世

第
３
章　

激
動
の
幕
末

第
４
章　

明
治
の
発
展

第
５
章　

大
正
・
昭
和
の
展
開

第
６
章　

大
洲
市
ゆ
か
り
の
人
々
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Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
普
及

　

中
村
教
授
が
発
明
し
た
高
輝
度

青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
は
、
他
の

色
の
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
と
合
わ
せ

て
、
現
代
の
私
た
ち
の
生
活
の
身

近
な
と
こ
ろ
で
大
変
役
立
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
信
号
機
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
や
テ
レ
ビ

の
液
晶
画
面
、
電
光
掲
示
板
な
ど

そ
の
利
用
は
ま
す
ま
す
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　

エ
ジ
ソ
ン
の
発
明
し
た
白
熱
電

球
は
、
世
界
の
人
々
の
暮
ら
し
を

大
き
く
変
え
ま
し
た
。
今
、
白
熱

電
球
の
数
十
倍
も
長
持
ち
す
る
Ｌ

Ｅ
Ｄ
は
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
の

シ
ー
ン
を
大
き
く
変
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

ぼ
く
も
知
っ
て
い
る

も
の
ば
っ
か
り
。

身
近
な
と
こ
ろ
で

使
わ
れ
て
い
る
よ
。

　

伊
方
町
（
旧
瀬
戸
町
）
に
生
ま
れ
、
小
学
２
年
の
と
き
、
大
洲
市

に
転
居
し
ま
し
た
。
喜
多
小
、
大
洲
北
中
、
大
洲
高
校
で
勉
学
に
励
み
、

徳
島
大
学
工
学
部
に
進
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
電
子
工
学
分
野
の
研

究
に
励
み
、
世
界
で
初
め
て
高
輝
度
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の
発
明

に
成
功
し
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

２
０
１
４
（
平
成
26

）
年
に
は
、
そ
の
功
績
が
世
界
に
認
め
ら
れ
、
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校
教
授
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
５
）
中な

か

村む

ら

修
し
ゆ
う

二じ

（
１
９
５
４
〜
）

　

旧
大
谷
村
に
生
ま
れ
、
東
京
の
医
学
校
を
卒
業
後
、
東
京
で
開
院
、

戦
災
に
よ
り
ふ
る
さ
と
に
帰
り
、
地
元
で
開
院
し
、
大
谷
小
学
校
校

医
を
務
め
る
な
ど
医
業
を
通
し
て
村
民
の
健
康
維
持
に
尽
力
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
肱
川
村
議
会
議
員
を
務
め
、
教
育
委
員
も
兼
務
す
る

な
ど
村
教
育
の
向
上
、
改
革
に
情
熱
を
燃
や
し
ま
し
た
。
県
連
合
婦

人
会
長
、
県
母
子
福
祉
連
合
会
長
な
ど
を
歴
任
し
、
女
性
の
地
位
向

上
と
社
会
福
祉
事
業
に
多
大
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

（
６
）
綾あ

や

井い

章ゆ

き

江え

（
１
８
８
７
〜
１
９
６
４
）
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鹿野川ダム（平成７年）
提供：国土交通省肱川ダム統合管理事務所

元肱川村役場

　

肱
川
町
（
旧
宇
和
川
村
）
出
身
の
医
師
。
新
潟
医
学
専
門
学
校
を

卒
業
後
、
静
岡
県
の
病
院
に
勤
務
し
、
そ
の
後
帰
郷
し
て
開
業
し
、

地
域
医
療
に
尽
く
し
ま
し
た
。
宇
和
川
村
村
長
に
就
任
し
て
、
地
域

の
発
展
の
た
め
に
、
大
谷
村
、
河
辺
村
と
の
合
併
を
進
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
愛
媛
県
議
会
議
員
を
経
て
、
肱
川
村
の
初
代
村
長
に
就
任

し
ま
し
た
。
在
任
中
は
、
集
落
統
合
や
庁
舎
建
設
な
ど
新
村
の
基
盤

づ
く
り
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

（
７
）
山や

ま

田だ

庄
し
よ
う

太た

郎ろ

う

（
１
８
９
２
〜
１
９
６
９
）

　

山
鳥
坂
村
に
生
ま
れ
、
予
子
林
尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科
卒
業
後
、

大
洲
銀
行
に
就
職
、
そ
の
後
、
旧
河
辺
村
収
入
役
を
経
て
、
肱
川
村

の
収
入
役
、
助
役
、
村
長
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
振
興
に
尽
力
す

る
中
で
、「
教
育
こ
そ
町
発
展
の
根
源
で
あ
る
」
こ
と
を
信
念
と
し
て
、

１
９
５
９
（
昭
和
34

）
年
初
代
肱
川
町
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
中
学

校
統
合
や
鹿
野
川
ダ
ム
建
設
な
ど
多
く
の
実
績
を
あ
げ
、
長
年
に
わ

た
り
、
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
し
ま
し
た
。

（
８
）
池い

け

田だ

萬ま

千ち

雄お

（
１
８
９
９
〜
１
９
８
０
）

第
１
章　

 

近
世
の
始
ま
り
（
〜
安
土
桃
山
時
代
）

第
２
章　

大
洲
藩　

加
藤
家
の
治
世

第
３
章　

激
動
の
幕
末

第
４
章　

明
治
の
発
展

第
５
章　

大
正
・
昭
和
の
展
開

第
６
章　

大
洲
市
ゆ
か
り
の
人
々
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新
谷
小
壁
画
写
真

　

新
谷
小
学
校
の
玄
関
に
は
、
壁

一
面
に
松
本
零
士
氏
に
よ
る
壁
画

が
描
か
れ
て
お
り
、
毎
朝
児
童
を

迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　

学
級
や
教
室
名
を
示
す
掲
示
板

に
も
、
氏
の
考
案
し
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

❷

ゆ
か
り
の
人
物

　

福
岡
県
久
留
米
市
出
身
の
松
本
零
士
は
、「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
」「
銀

河
鉄
道
９
９
９
」
な
ど
宇
宙
を
題
材
に
し
た
Ｓ
Ｆ
漫
画
作
家
の
先
駆

者
で
す
。
戦
時
中
は
、
両
親
の
実
家
で
あ
る
大
洲
市
新
谷
や
大
洲
市

戒
川
に
疎
開
し
、
小
学
校
の
低
学
年
期
を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、

ア
メ
リ
カ
軍
の
戦
闘
機
や
、
松
山
市
に
向
か
う
爆
撃
機
な
ど
を
多
数

目
撃
し
、
こ
の
体
験
が
後
の
作
品
に
影
響
を
与
え
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
、
新
谷
小
学
校
の
校
舎
の
玄
関
ホ
ー
ル
に
は
、
神
南
山

を
背
景
に
走
る
銀
河
鉄
道
９
９
９
の
壁
画
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

（
１
）
松ま

つ

本も

と

零れ

い

士じ

（
１
９
３
８
〜
）

　

吉
田
藩
士
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
愛
媛
県
師
範
学
校
を
卒
業
後
、

現
在
の
大
洲
市
肱
川
町
予
子
林
に
あ
っ
た
柳

り
ゅ
う

郷ご
う

学
校
の
訓
導
（
教

諭
）
や
予
子
林
尋
常
小
学
校
長
な
ど
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。
こ
の

と
き
、
県
下
に
先
駆
け
て
新
し
い
学
科
を
設
置
す
る
な
ど
、
教
育
先

進
校
と
し
て
大
き
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
上
京
し
学
問
を
深
め
、
不
朽
の
名
著
と
言
わ
れ
る
漢
和
辞

典
『
字
源
』
な
ど
多
く
の
著
書
を
出
版
し
、
近
代
日
本
を
代
表
す
る

漢
学
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
簡
野
の
名
前
は
予
子
林
小
学
校
校
歌
の
歌
詞
に
う
た
わ
れ
、

今
な
お
地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）
簡か

ん

野の

道み

ち

明あ

き

（
１
８
６
５
〜
１
９
３
８
）
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【 臥龍山荘 】 肱川随一の景勝地に佇む、趣深い名園です。
たたず

大
洲
城
の
空
を
ゆ
く
雲
の
よ
う
に
、

ま
た
肱
川
の
流
れ
の
よ
う
に
、

逆
ら
わ
ず
、
歩
み
を
止
め
ず
時
を
刻
む
。

行
雲

流
水
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【 大洲城 】 平成の城普請で、木造天守閣が忠実に復元されました。
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撮影：河野 達郎氏
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「新長浜大橋（右）と長浜大橋（左）」

【 肱川あらし 】 初冬の朝、肱川河口で見られる幻想的な風景です。
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【 うかい 】 1957（昭和32）年から観光事業のひとつとして始まった、夏の風物詩です。
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撮影：河野 達郎氏
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【 春の鹿野川ダムと公園 】

95



引用：大洲市勢要覧
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【 盆地霧の流下 】 

97



国土交通省大洲河川国道事務所提供
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【 瀬張り漁 】 

99



引用：大洲市勢要覧
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【 肱川カヌー 】 「大洲市カヌーツーリング駅伝大会」が8月下旬に開催されます。
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【 御幸の橋 】 橋のたもとに「坂本竜馬の通りし道」と石碑の建つ、河辺川上流の屋根付き橋です。

102
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【 お成り 】 藩政時代の大名行列を再現したもので、毎年11月２日に行われています。
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大
洲
の  
歩
み

O
z
u

 H
isto

ry

時 代

西 

暦

年 

号

大
洲
の
あ
ゆ
み

政
治
・
経
済
・
社
会
・
文
化

西 

暦

日
本
の
あ
ゆ
み

１
５
７
６

天
正　

４

長ち
ょ
う
そ
か
べ
も
と
ち
か

宗
我
部
元
親
が
大
津
（
大
洲
）
城
を
陥
落
さ
せ
る

１
５
８
８

豊と
よ

臣と
み

秀ひ
で

吉よ
し

が
刀
狩
令
を
出
す
（
兵
農
分
離
）

１
５
９
２

文
禄　

元

藤と
う

堂ど
う

高た
か

虎と
ら

、
加か

藤と
う

嘉よ
し

明あ
き

ら
が
秀
吉
の
命
で
朝
鮮
に
出
兵
す
る

１
５
９
０

秀
吉
が
北
条
氏
を
滅
ぼ
し
、
全
国
を
統
一

１
５
９
７

慶
長　

２

高
虎
、
朝
鮮
侵
略
の
た
め
大
洲
を
出
発

１
５
９
２

秀
吉
が
朝
鮮
に
出
兵
す
る
（
文
禄
の
役
）

１
５
９
８

慶
長　

３

姜か
ん

沆は
ん

、
高
虎
に
捕
ら
わ
れ
大
洲
へ
（
朝
鮮
鐘
を
出

し
ゅ
っ

石せ
き

寺じ

に
奉
納
）

１
５
９
７

秀
吉
が
朝
鮮
に
出
兵
す
る
（
慶
長
の
役
）

１
６
０
０

慶
長　

５

姜
沆
と
そ
の
一
族
が
朝
鮮
へ
帰
る

１
６
０
０

関
ヶ
原
の
戦
い
が
お
こ
る

１
６
１
４

慶
長
１
９

大
坂
冬
の
陣
、
脇わ

き

坂さ
か

安や
す

治は
る

、
大
坂
天
満
口
に
出
陣

１
６
０
３

徳と
く

川が
わ

家い
え

康や
す

が
江
戸
幕
府
を
開
く

１
６
１
５

元
和　

元

大
坂
夏
の
陣
、
加か

藤と
う

貞さ
だ

泰や
す

、
大
坂
神
崎
口
に
出
陣

１
６
１
４

大
坂
冬
の
陣

１
６
１
７

元
和　

３

中な
か

江え

藤と
う

樹じ
ゅ

、
加
藤
貞
泰
と
と
も
に
米よ

な

子ご

か
ら
大
洲
に
来
る

１
６
１
５

大
坂
夏
の
陣
で
豊
臣
氏
が
滅
び
る

１
６
３
４

寛
永
１
１

中
江
藤
樹
、
大
洲
藩
を
去
り
、
近お

う

江み

に
帰
る

〃

武
家
諸
法
度
を
定
め
る

１
６
３
７

寛
永
１
４

大
洲
か
ら
多
く
の
藩
士
が
近
江
の
藤
樹
下
に
学
び
に
行
く

１
６
３
５

参
勤
交
代
の
制
度
を
定
め
る

１
６
７
２

寛
文
１
２

加か

藤と
う

泰や
す

興お
き

、
盤ば

ん

珪け
い

永よ
う

琢た
く

を
招
き
、
如に

ょ

法ほ
う

寺じ

を
創
建
す
る

１
６
３
９

鎖
国
が
完
成
す
る

１
７
４
０

元
文　

５

大
洲
市
大
成
の
成な

る

能の

地
区
農
民
27

人
が
郷

き
ょ
う

約や
く

を
作
る

１
６
８
５

徳と
く

川が
わ

綱つ
な

吉よ
し

が
生
類
憐
れ
み
の
令
を
出
す

１
７
４
５

延
享　

２

川か
わ

田た

雄ゆ
う

琴き
ん

、
「
豫よ

し
ゅ
う州

大
洲
好こ

う

人じ
ん

録ろ
く

」
を
著
す

１
７
１
６

徳と
く

川が
わ

吉よ
し

宗む
ね

が
享
保
の
改
革
を
始
め
る

１
７
４
７

延
享　

４

川
田
雄
琴
、
止し

善ぜ
ん

書し
ょ

院い
ん

明め
い

倫り
ん

堂ど
う

を
創
設
す
る

１
７
２
１

吉
宗
が
目
安
箱
を
設
置
す
る

安土・桃山江　　　　　　　　　　　戸

大
洲
に
は

多
く
の
偉
人
が

い
る
ん
だ
な
！
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１
７
５
０

寛
延　

３

百
姓
ら
多
数
が
徒
党
を
組
ん
で
庄
屋
な
ど
を
襲
う
（
内
ノ
子
騒
動
）

１
７
８
７

松ま

つ

平
だ
い
ら

定さ
だ

信の
ぶ

が
寛
政
の
改
革
を
始
め
る

１
８
０
８

文
化　

５

伊い

能の
う

忠た
だ

敬た
か

、
大
洲
城
下
を
測
量

１
７
９
０

寛
政
異
学
の
禁

１
８
３
０

天
保　

元

二に
の

宮み
や

敬け
い

作さ
く

、
長
崎
か
ら
帰
り
、
上
須
戒
で
医
者
と
し
て
開
業

１
８
２
５

外
国
船
打
払
令
を
出
す

１
８
３
９

天
保
１
０

常と

き

わ磐
井い

厳 い
か
し
ほ
こ

戈
、
矢や

野の

玄は
る

道み
ち

と
義
兄
弟
の
ち
ぎ
り
を
交
わ
す

１
８
３
７

大
坂
で
、
大お

お

塩し
お

平へ
い

八は
ち

郎ろ
う

の
乱
が
お
こ
る

１
８
５
８

安
政　

５

三み

瀬せ

諸も
ろ

淵ぶ
ち

、
大
洲
に
て
電
信
実
験
を
成
功
さ
せ
る

１
８
４
１

水み
ず

野の

忠た
だ

邦く
に

が
天
保
の
改
革
を
は
じ
め
る

１
８
５
９

安
政　

６

三
瀬
諸
淵
、
長
崎
で
シ
ー
ボ
ル
ト
に
教
え
を
受
け
る

１
８
５
３

ペ
リ
ー
が
浦
賀
に
来
航

１
８
６
２

文
久　

２

坂さ
か

本も
と

龍
り
ょ
う

馬ま

が
、
脱
藩
し
、
大
洲
を
経
由
し
て
瀬
戸
内
海
へ
出
る

１
８
５
４

日
米
和
親
条
約
の
締
結

１
８
６
６

慶
応　

２

武た
け

田だ

成し
げ

章あ
や

が
設
計
し
た
五ご

稜
り
ょ
う

郭か
く

が
函
館
に
完
成
す
る

１
８
５
８

日
米
修
好
通
商
条
約
の
締
結

１
８
６
７

慶
応　

３

坂
本
龍
馬
に
大
洲
藩
が
貸
し
て
い
た
い
ろ
は
丸
が
沈
没
す
る

１
８
５
９

安
政
の
大
獄

〃

〃

矢
野
玄
道
、
明
治
新
政
府
に
「
献け

ん

芹き
ん

詹せ
ん

語ご

」
を
建
白
す
る

１
８
６
０

桜
田
門
外
の
変

１
８
６
６

坂
本
龍
馬
の
仲
介
で
薩
長
同
盟
が
成
立

１
８
６
７

徳と
く

川が
わ

慶よ
し

喜の
ぶ

が
大
政
奉
還
を
行
う

〃

王
政
復
古
の
大
号
令

１
８
６
９

明
治　

２

加か

藤と
う

泰や
す

秋あ
き

が
版
籍
を
奉
還
し
、
大
洲
藩
知
事
と
な
る

１
８
６
８

戊
辰
戦
争
が
は
じ
ま
る
（
～
６
９
）

１
８
７
０

明
治　

３

山や
ま

本も
と

尚ひ
さ

徳の
り

、
大
洲
藩
の
大
参
事
と
し
て
政
治
を
行
う

〃

明
治
維
新
、
五
箇
条
の
御
誓
文
を
出
す

１
８
７
１

明
治　

４

廃
藩
置
県
に
よ
り
、
大
洲
県
、
新
谷
県
、
宇
和
島
県
が
で
き
る

１
８
７
１

廃
藩
置
県
を
実
施

〃

〃

山
本
尚
徳
、
大
洲
若
宮
騒
動
の
責
任
を
と
り
自
害
す
る

１
８
７
２

学
制
を
定
め
る
、
富
岡
製
糸
場
を
創
設

１
８
７
２

明
治　

５

学
制
発
布
、
９
月
明
倫
堂
廃
校

１
８
７
３

徴
兵
令
を
公
布
、
地
租
改
正
を
実
施

江　　　　　　　　　　　戸明　　　治
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大
洲
の  
歩
み

O
z
u

 H
isto

ry

時 代

西 

暦

年 

号

大
洲
の
あ
ゆ
み

政
治
・
経
済
・
社
会
・
文
化

西 

暦

日
本
の
あ
ゆ
み

１
８
７
３

明
治　

６

愛
媛
県
誕
生

１
８
７
７

西
南
戦
争
が
お
こ
る

１
８
８
８

明
治
２
１

大
洲
天
守
閣
が
解
体
さ
れ
る

１
８
８
９

大
日
本
帝
国
憲
法
の
発
布

１
８
９
５

明
治
２
８

全
国
蚕
糸
業
大
会
を
、
大
洲
町
公
会
堂
で
開
く

１
８
９
４

日
清
戦
争

〃

〃

全
国
木も

く

蝋ろ
う

業
者
大
会
を
大
洲
町
で
開
く

１
８
９
５

下
関
条
約
の
締
結

１
９
１
０

明
治
４
３

大
洲
に
電
話
が
開
通
す
る

１
９
０
１

八
幡
製
鉄
所
操
業
開
始

１
９
０
４

日
露
戦
争

１
９
０
５

ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
の
締
結

１
９
１
３

大
正　

２

初
代
の
肱
川
橋
が
で
き
る

１
９
１
４

第
一
次
世
界
大
戦
に
参
戦

１
９
１
４

大
正　

３

桜
島
大
噴
火
の
降
灰
が
大
洲
に
ま
で
及
ぶ

１
９
１
８

米
騒
動
が
全
国
に
広
ま
る

１
９
１
８

大
正　

７

愛
媛
鉄
道
（
大
洲
～
長
浜
間
）
が
開
通
す
る

１
９
２
３

関
東
大
震
災
が
お
こ
る

１
９
２
０

大
正　

９

愛
媛
鉄
道
（
大
洲
～
内
子
間
）
が
開
通
す
る

１
９
２
５

治
安
維
持
法
、
普
通
選
挙
法
を
公
布

１
９
２
９

昭
和　

４

大
洲
水
平
社
が
南
予
で
は
じ
め
て
結
成
さ
れ
る

１
９
３
１

満
州
事
変

１
９
３
０

昭
和　

５

生
糸
が
大
暴
落
し
、
明
治
29

年
以
来
の
安
値
と
な
る

１
９
３
２

満
州
国
を
建
国　

五
・
一
五
事
件
発
生

１
９
３
３

昭
和　

８

愛
媛
鉄
道
が
国
鉄
に
移
管
さ
れ
る

１
９
３
６

二
・
二
六
事
件
発
生

明　　　治大　　　正

全
国
大
会
も

あ
っ
た
ん
だ
！
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１
９
３
４

昭
和　

９

夏
場
雨
が
降
ら
ず
、
大
か
ん
ば
つ
と
な
り
各
地
で
雨
乞
い
を
す
る

１
９
３
７

日
中
戦
争
が
始
ま
る

１
９
３
５

昭
和
１
０

長
浜
大
橋
、
長
浜
水
族
館
が
で
き
る

１
９
３
８

国
家
総
動
員
法
が
公
布
さ
れ
る

〃

〃

国
鉄
が
大
洲
駅
ま
で
開
通
す
る

１
９
４
０

日
独
伊
三
国
同
盟
の
締
結

１
９
３
９

昭
和
１
４

大
洲
高
校
に
至し

徳と
く

堂ど
う

が
落
成
す
る

１
９
４
１

太
平
洋
戦
争
が
は
じ
ま
る

１
９
４
３

昭
和
１
８

７
月
に
肱
川
が
氾
濫
、
洪
水
に
よ
り
多
く
の
犠
牲
者
を
出
す

１
９
４
３

学
徒
出
陣
が
は
じ
ま
る

１
９
４
５

昭
和
２
０

９
月
に
肱
川
が
氾
濫
、
洪
水
に
よ
り
被
害
を
出
す

１
９
４
４

学
童
の
集
団
疎
開
が
は
じ
ま
る

１
９
５
９

昭
和
３
４

鹿か

野の

川が
わ

ダ
ム
が
完
成
す
る

１
９
４
５

広
島
と
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
る

１
９
６
１

昭
和
３
６

肱
川
橋
が
拡
幅
改
修
さ
れ
る

〃

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
、
終
戦
と
な
る

１
９
６
４

昭
和
３
９

大お
お

谷た
に

文ぶ
ん

楽ら
く

が
県
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

１
９
４
６

日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
る

１
９
６
８

昭
和
４
３

大
洲
市
民
会
館
が
落
成
す
る

１
９
５
０

朝
鮮
戦
争
が
お
こ
る
（
特
需
景
気
）

１
９
７
９

昭
和
５
４

八
幡
浜
大
洲
地
区
総
合
運
動
公
園
が
完
成
す
る

１
９
５
１

日
米
安
保
条
約
が
締
結
さ
れ
る

１
９
８
１

昭
和
５
６

三
瀬
諸
淵
を
た
た
え
、
八
幡
宮
前
に
電
信
実
験
記
念
碑
を
建
立
す
る

１
９
５
６

日
本
が
国
際
連
合
に
加
盟
す
る

１
９
８
４

昭
和
５
９

大
洲
市
役
所
新
庁
舎
が
完
成
す
る

１
９
６
０

日
米
新
安
保
条
約
が
締
結
さ
れ
る

１
９
８
５

昭
和
６
０

河こ
う

内ち

寅と
ら

次じ

郎ろ
う

が
建
て
た
臥が

龍
り
ゅ
う

山さ

ん

荘そ

う

が
県
有
形
文
化
財
と
な
る

１
９
６
４

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る

１
９
８
６

昭
和
６
１

国
鉄
予
讃
本
線
（
内
山
線
）
が
開
業
す
る

１
９
７
０

大
阪
万
国
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
る

１
９
８
８

昭
和
６
３

大
洲
市
総
合
体
育
館
が
完
成
す
る

１
９
７
２

沖
縄
が
日
本
に
復
帰
す
る

１
９
７
３

石
油
危
機
が
お
こ
る

１
９
８
８

青
函
ト
ン
ネ
ル
、
瀬
戸
大
橋
が
開
通
す
る

昭　　　　和

文
化
財
っ
て

す
ば
ら
し
い
！
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大
洲
の  
歩
み

O
z
u

 H
isto

ry

時 代

西 

暦

年 

号

大
洲
の
あ
ゆ
み

政
治
・
経
済
・
社
会
・
文
化

西 

暦

日
本
の
あ
ゆ
み

１
９
９
０

平
成　

２

儒
学
者
姜
沆
の
顕
彰
記
念
碑
が
完
成
す
る

１
９
８
９

４
月
よ
り
消
費
税
が
ス
タ
ー
ト
す
る

１
９
９
３

平
成　

５

国
道
56

号
線
大
洲
道
路
が
完
成
す
る

１
９
９
１

バ
ブ
ル
が
崩
壊
す
る

１
９
９
４

平
成　

６

大お
お

江え

健け
ん

三ざ
ぶ

郎ろ
う

氏
が
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
す
る

１
９
９
２

Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
が
成
立
す
る

１
９
９
５

平
成　

７

梅
雨
前
線
に
よ
る
豪
雨
と
洪
水

１
９
９
５

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
お
こ
る

２
０
０
０

平
成
１
２

四
国
縦
貫
自
動
車
道
（
伊
予
～
大
洲
間
）
が
開
通
す
る

２
０
０
２

北
朝
鮮
拉
致
被
害
者
５
名
が
帰
国
す
る

２
０
０
４

平
成
１
６

大
洲
城
天
守
閣
が
復
元
さ
れ
る

〃

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
韓
共
催

２
０
０
５

平
成
１
７

大
洲
市
、
長
浜
町
、
肱
川
町
、
河
辺
村
が
合
併
、
新
大
洲
市
が
誕
生

２
０
０
７

郵
政
事
業
が
民
営
化
さ
れ
る

２
０
１
４

平
成
２
６

現
役
最
古
の
道
路
可
動
橋
、
長
浜
大
橋
が
国
の
重
要
文
化
財
と
な
る

２
０
０
９

裁
判
員
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る

〃

〃

中な
か

村む
ら

修
し
ゅ
う

二じ

氏
が
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
す
る

２
０
１
１

東
日
本
大
震
災
が
お
こ
る

２
０
１
５

平
成
２
７

少
す
く
な

彦ひ

こ

名な

神
社
の
参さ

ん

籠ろ
う

殿で
ん

（
懸
け
造
り
）
が
修
復
、
改
修
さ
れ
る

２
０
１
８

平
成
３
０

平
成
30

年
７
月
豪
雨
に
よ
る
洪
水

平　　　成
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昭
和
22
年
（
新
学
制
）
以
降
の
中
学
校
の
歴
史

昭和 22 年

昭和 24 年

昭和 26 年

昭和 27 年

昭和 29 年

昭和 30 年

昭和 32 年

昭和 34 年

昭和 35 年

昭和 37 年

昭和 39 年

昭和 41 年

昭和 44 年

昭和 45 年

昭和 49 年

昭和 55 年

昭和 58 年

平成３年 

平成 17 年

令和２年

南
久
米
村
立
南
久
米
中
学
校

大
洲
市
立
南
久
米
中
学
校

大
洲
市
立
大
洲
南
中
学
校

大
洲
町
立
大
洲
中
学
校

大
洲
市
立
大
洲
中
学
校

大
洲
市
立
大
洲
北
中
学
校

上
須
戒
村
立
上
須
戒
中
学
校

大
洲
市
立
上
須
戒
中
学
校

平
野
村
立
平
野
中
学
校

大
洲
市
立
平
野
中
学
校

菅
田
村
立
菅
田
中
学
校

大
洲
市
立
菅
田
中
学
校

大
洲
市
立
肱
東
中
学
校

大
川
村
立
大
川
中
学
校

大
川
村
立

大
成
中
学
校

大
洲
市
立
大
成
中
学
校

大
川
村
立

蔵
川
中
学
校

大
洲
市
立
蔵
川
中
学
校

柳
沢
村
立
柳
沢
中
学
校

大
洲
市
立
柳
沢
中
学
校

大
洲
市
立
新
谷
中
学
校

新
谷
村
立
新
谷
中
学
校

大
洲
市
立
新
谷
中
学
校

三
善
村
立
三
善
中
学
校

大
洲
市
立
三
善
中
学
校

大
洲
市
立
大
洲
東
中
学
校

粟
津
村
立
粟
津
中
学
校

大
洲
市
立
粟
津
中
学
校

長
浜
町
立
長
浜
中
学
校

長
浜
町
立
長
浜
中
学
校

大
洲
市
立
長
浜
中
学
校

喜
多
灘
村
立
喜
多
灘
中
学
校

長
浜
町
立
喜
多
灘
中
学
校

白
滝
村
立
白
滝
中
学
校

長
浜
町
立
白
滝
中
学
校

大
和
村
立
大
和
中
学
校

大
和
村
立
大
和
第
一
中
学
校

長
浜
町
立
大
和
第
一
中
学
校

大
和
村
立
大
和
第
二
中
学
校

長
浜
町
立
大
和
第
二
中
学
校

�
�
生
村
�
�
�
生
中学校

長
浜
町
立
�
�
生
中
学校

長
浜
町
立
青
島
中
学
校

出
海
村
立
出
海
中
学
校

長
浜
町
立
出
海
中
学
校

肱
川
村
立
宇
和
川
中
学
校

肱
川
町
立
肱
川
中
学
校

大
洲
市
立
肱
川
中
学
校

肱
川
村
立
大
谷
中
学
校

肱
川
村
立
岩
谷
中
学
校

横
林
村
立
横
林
中
学
校

肱
川
村
立

予
子
林
中
学
校

肱
川
村
立
河
辺
中
学
校

河
辺
村
立
河
辺
中
学
校

河
辺
村
立
河
辺
中
学
校

大
洲
市
立
河
辺
中
学
校

肱
川
村
立
北
平
中
学
校

河
辺
村
立
北
平
中
学
校

河
辺
中
学
校

北
平
分
校

河
辺
村
立
北
平
中
学
校

各校肱川町立
中学校
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Leiji Matsumoto

私
に
と
っ
て
大
洲
市
は
、

　永
遠
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
で
す
。

　
私
の
父
は
五
郎
、
母
は
新
谷
と
両
親
と
も
に

愛
媛
県
大
洲
市
の
出
身
で
す
。
父
の
職
業
は
陸

軍
航
空
部
隊
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
、
第
二
次
世
界

大
戦
が
始
ま
っ
た
と
き
に
は
戦
闘
機
の
テ
ス
ト

パ
イ
ロ
ッ
ト
を
し
て
お
り
、
私
は
兵
庫
県
明
石

市
の
社
宅
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

だ
ん
だ
ん
と
戦
局
が
激
し
く
な
っ
て
き
て
、
１

９
４
４
（
昭
和
19

）
年
、
６
歳
の
私
は
母
の
里

で
あ
る
新
谷
に
疎
開
（
戦
争
の
被
害
を
逃
れ
る

た
め
に
人
々
を
地
方
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
）
し

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
３
年
間
を
大
洲
市
で
過

ご
し
、
新
谷
小
学
校
に
通
っ
た
の
で
す
が
、
『
銀

河
鉄
道
９
９
９
』
な
ど
の
作
品
を
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
「
こ
の
大
洲
市
で
の
生
活

が
あ
っ
た
か
ら
だ
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
戦
時
中
と
い
う
特
殊
な
時
期
で
も

あ
り
、
ま
た
多
感
な
少
年
期
で
あ
っ
た
こ
と
も

影
響
す
る
の
で
し
ょ
う
が
、
大
洲
市
で
過
ご
し

た
日
々
の
こ
と
は
、
今
も
鮮
や
か
に
記
憶
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
神
南
山
の
美
し

い
姿
で
す
。
夜
、
満
天
の
星
空
の
も
と
、
神
南

　
私
の
父
は
五
郎
、
母
は
新
谷
と
両
親
と
も
に

愛
媛
県
大
洲
市
の
出
身
で
す
。
父
の
職
業
は
陸

軍
航
空
部
隊
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
、
第
二
次
世
界

大
戦
が
始
ま
っ
た
と
き
に
は
戦
闘
機
の
テ
ス
ト

パ
イ
ロ
ッ
ト
を
し
て
お
り
、
私
は
兵
庫
県
明
石

市
の
社
宅
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

だ
ん
だ
ん
と
戦
局
が
激
し
く
な
っ
て
き
て
、
１

９
４
４
（
昭
和
19

）
年
、
６
歳
の
私
は
母
の
里

で
あ
る
新
谷
に
疎
開
（
戦
争
の
被
害
を
逃
れ
る

た
め
に
人
々
を
地
方
に
分
散
さ
せ
る
こ
と
）
し

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
３
年
間
を
大
洲
市
で
過

ご
し
、
新
谷
小
学
校
に
通
っ
た
の
で
す
が
、
『
銀

河
鉄
道
９
９
９
』
な
ど
の
作
品
を
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
「
こ
の
大
洲
市
で
の
生
活

が
あ
っ
た
か
ら
だ
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
戦
時
中
と
い
う
特
殊
な
時
期
で
も

あ
り
、
ま
た
多
感
な
少
年
期
で
あ
っ
た
こ
と
も

影
響
す
る
の
で
し
ょ
う
が
、
大
洲
市
で
過
ご
し

た
日
々
の
こ
と
は
、
今
も
鮮
や
か
に
記
憶
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
神
南
山
の
美
し

い
姿
で
す
。
夜
、
満
天
の
星
空
の
も
と
、
神
南
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1938（昭和13）年、福岡県久留米市

生まれ、東京都練馬区在住。宝塚大

学教授、京都産業大学客員教授、デ

ジタルハリウッド大学特任教授を歴

任。代表作に『銀河鉄道999』『わが

青春のアルカディア』『宇宙海賊キャ

プテンハーロック』などがある。SF漫

画を中心に少女漫画、戦争もの、動

物ものなど様々なジャンルの漫画も

制作。 アニメ製作にも積極的に関わ

り、1970年代半ばから1980年代に

かけて「松本アニメブーム」を巻き起

こした。旭日小綬章、紫綬褒章、フラ

ンス芸術文化勲章シュバリエ受章な

どを受章。練馬区名誉区民、大洲きら

めき大使。

山
の
山
裾
を
蒸
気
機
関
車
が
走
っ
て
い
た
姿
は
、

星
が
浮
か
ぶ
宇
宙
を
走
る
「
９
９
９
号
」
の
イ

メ
ー
ジ
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。
夏
に
は
そ
の

そ
ば
に
あ
る
川
で
泳
ぐ
の
も
楽
し
み
で
し
た
。

１
９
４
５
（
昭
和
20

）
年
８
月
15

日
の
終
戦
の

日
も
、
私
は
川
で
泳
い
で
い
ま
し
た
。
す
る
と

近
所
の
お
じ
さ
ん
が
メ
ガ
ホ
ン
を
も
っ
て
、「
戦

争
が
終
わ
っ
た
ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
き

た
の
で
す
。
慌
て
て
家
に
帰
る
と
、
家
中
の
雨

戸
を
閉
め
て
祖
母
が
「
お
前
も
武
士
の
子
な
の

だ
か
ら
、
敵
が
来
た
ら
辱
め
を
受
け
る
前
に
自

害
（
自
ら
命
を
絶
つ
こ
と
）
す
る
の
だ
」
と
言

う
ん
で
す
。
当
時
は
そ
の
意
味
が
よ
く
わ
か
ら

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
「
こ
れ
は
大
変
な
こ
と

に
な
っ
た
」
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
セ
ミ
だ
っ

た
か
、
ク
ワ
ガ
タ
だ
っ
た
か
忘
れ
ま
し
た
が
、

虫
か
ご
で
飼
っ
て
い
た
昆
虫
を
「
野
山
に
放
し

て
や
れ
」
と
言
い
ま
し
た
。
飛
ん
で
い
く
昆
虫

を
見
な
が
ら
、
無
性
に
寂
し
い
気
持
ち
に
な
っ

た
こ
と
を
今
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　
戦
時
中
は
戦
闘
機
が
飛
ん
で
き
た
り
、
田
ん

ぼ
に
爆
弾
が
落
ち
て
き
た
り
と
、
と
て
も
怖
い

山
の
山
裾
を
蒸
気
機
関
車
が
走
っ
て
い
た
姿
は
、

星
が
浮
か
ぶ
宇
宙
を
走
る
「
９
９
９
号
」
の
イ

メ
ー
ジ
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。
夏
に
は
そ
の

そ
ば
に
あ
る
川
で
泳
ぐ
の
も
楽
し
み
で
し
た
。

１
９
４
５
（
昭
和
20

）
年
８
月
15

日
の
終
戦
の

日
も
、
私
は
川
で
泳
い
で
い
ま
し
た
。
す
る
と

近
所
の
お
じ
さ
ん
が
メ
ガ
ホ
ン
を
も
っ
て
、「
戦

争
が
終
わ
っ
た
ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
き

た
の
で
す
。
慌
て
て
家
に
帰
る
と
、
家
中
の
雨

戸
を
閉
め
て
祖
母
が
「
お
前
も
武
士
の
子
な
の

だ
か
ら
、
敵
が
来
た
ら
辱
め
を
受
け
る
前
に
自

害
（
自
ら
命
を
絶
つ
こ
と
）
す
る
の
だ
」
と
言

う
ん
で
す
。
当
時
は
そ
の
意
味
が
よ
く
わ
か
ら

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
「
こ
れ
は
大
変
な
こ
と

に
な
っ
た
」
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
セ
ミ
だ
っ

た
か
、
ク
ワ
ガ
タ
だ
っ
た
か
忘
れ
ま
し
た
が
、

虫
か
ご
で
飼
っ
て
い
た
昆
虫
を
「
野
山
に
放
し

て
や
れ
」
と
言
い
ま
し
た
。
飛
ん
で
い
く
昆
虫

を
見
な
が
ら
、
無
性
に
寂
し
い
気
持
ち
に
な
っ

た
こ
と
を
今
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　
戦
時
中
は
戦
闘
機
が
飛
ん
で
き
た
り
、
田
ん

ぼ
に
爆
弾
が
落
ち
て
き
た
り
と
、
と
て
も
怖
い

思
い
を
し
ま
し

た
。
お
腹
が
空

い
て
カ
ラ
ス
を

食
べ
よ
う
と
し

た
こ
と
も
あ
り

ま
す
（
と
て
も

不
味
く
て
食
べ

る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
）
。
ま
た
近
所
の
わ
ん
ぱ
く
仲
間

と
、
田
ん
ぼ
の
中
に
埋
ま
っ
た
不
発
弾
を
掘
り

出
し
、
爆
発
さ
せ
よ
う
と
杵
で
叩
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
幸
い
な
こ
と
に
爆
発
し
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
も
し
爆
発
し
て
い
た
ら
今
の
私
は
い

な
い
で
し
ょ
う
ね
。
そ
ん
な
た
く
さ
ん
の
怖
い

体
験
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
も
心
に
残
る
の
は

大
洲
市
の
美
し
い
自
然
、
穏
や
か
な
情
景
で
す
。

山
の
木
々
の
葉
の
一
枚
す
ら
も
、
先
端
が
丸
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
大
洲
市
は
私
に
と
っ
て
、

ま
さ
に
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ
り
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

（
楽
園
や
理
想
郷
の
代
名
詞
）
で
し
た
。
そ
ん
な

素
晴
ら
し
い
土
地
は
、
た
く
さ
ん
の
先
人
た
ち

の
お
蔭
で
今
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
す
。

思
い
を
し
ま
し

た
。
お
腹
が
空

い
て
カ
ラ
ス
を

食
べ
よ
う
と
し

た
こ
と
も
あ
り

ま
す
（
と
て
も

不
味
く
て
食
べ

る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
）
。
ま
た
近
所
の
わ
ん
ぱ
く
仲
間

と
、
田
ん
ぼ
の
中
に
埋
ま
っ
た
不
発
弾
を
掘
り

出
し
、
爆
発
さ
せ
よ
う
と
杵
で
叩
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
幸
い
な
こ
と
に
爆
発
し
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
も
し
爆
発
し
て
い
た
ら
今
の
私
は
い

な
い
で
し
ょ
う
ね
。
そ
ん
な
た
く
さ
ん
の
怖
い

体
験
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
も
心
に
残
る
の
は

大
洲
市
の
美
し
い
自
然
、
穏
や
か
な
情
景
で
す
。

山
の
木
々
の
葉
の
一
枚
す
ら
も
、
先
端
が
丸
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
大
洲
市
は
私
に
と
っ
て
、

ま
さ
に
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ
り
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

（
楽
園
や
理
想
郷
の
代
名
詞
）
で
し
た
。
そ
ん
な

素
晴
ら
し
い
土
地
は
、
た
く
さ
ん
の
先
人
た
ち

の
お
蔭
で
今
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
最
近
は
、
大
洲
市
に
足
を
運
ぶ
機
会
が
増
え

て
い
ま
す
が
、
私
が
暮
ら
し
た
当
時
の
穏
や
か

な
情
景
が
変
わ
ら
ず
に
残
っ
て
い
る
こ
と
に
喜

び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
恵
ま
れ
た
土
地

に
生
ま
れ
、
育
っ
て
い
る
こ
と
に
誇
り
を
も
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
故
郷
・
大
洲
市
の
歴

史
を
し
っ
か
り
と
学
び
、
か
け
が
え
の
な
い
こ

の
土
地
の
魅
力
を
皆
で
守
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
、
大
洲
市
に
足
を
運
ぶ
機
会
が
増
え

て
い
ま
す
が
、
私
が
暮
ら
し
た
当
時
の
穏
や
か

な
情
景
が
変
わ
ら
ず
に
残
っ
て
い
る
こ
と
に
喜

び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
恵
ま
れ
た
土
地

に
生
ま
れ
、
育
っ
て
い
る
こ
と
に
誇
り
を
も
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
故
郷
・
大
洲
市
の
歴

史
を
し
っ
か
り
と
学
び
、
か
け
が
え
の
な
い
こ

の
土
地
の
魅
力
を
皆
で
守
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

大
洲
の
自
然
を

守
ら
な
き
ゃ
ね
！
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